
事業所名 児童発達支援野いちご 支援プログラム（参考様式） 作成日 年 月

（別添資料1)

日

「一期ー会」一 生 に一度、 人と人との出会いは一度限りの大切なものです。子どもたち、 ご家族にとって「いちご」での出会いがそうであって欲しいと願つて ． ． ．

法人（事業所）理念 私たちが大切にしていることは、 子どもたちが楽しむことです。一人ひとりが楽しい経験を通して、 その中で小さな成功体験を積んでいきます。
そして、活動を通して「できる」「できた」と感じたことが、 自信へと繋がるよう一緒に取り組んでいきます。

①尊敬と愛情を持って子どもたちを見守ります。
②お子様の『できた！』を一緒に喜び、 次の『できた！』へ繋がるよう支援します。

支援方針 ③人と人との出会いや繋がりを大切にします。
④楽しい ・ うれしい ・ 悲しい ・ つらいを共感し、 いつも近くでお子様を支えます。
⑤ご家族のサポー タ ーとして「レスパイト」の役割を担います。

営業時間 8時 00分から 17時 00分まで 送迎実施の有無 ｀〕 なし

支 援 内 容

•安心感や信頼感を持って過こせるよう、 一人一人の気持ちL寄り添いながら関わっていきます。

疇•生活
・ 早寝、 早起き、 朝ごはんの大切さを伝えていきます。身の回りのことや整理整頓などの生活スキルを身につけられるよう支援します。
． 栽培や収穫、 クッキングを通して食べることへの喜びを感じ、 苦手な食材にも挑戦する気持ちを育みます。

・ 運動遊びを通して体の使い方、 ボディ ーイメ ージ、 力加減の調節、 体幹や筋力などの向上に繋げていきます。

運動 ・ 感覚
・ 指先の巧緻性や道具の操作性をを高める為、 指先遊びや製作、 ワ ー ク活動を行っていきます。
・ ベタベタ、 サラサラ、 温かい、 冷たいなど様々な感触に触れる機会を設けていきます。

本 ・ 認知の偏りや困り感を把握しながら、 適した
る

捉
、順

え方や行動を知らせその都度一緒1,._経験し、感情のコントロ ール、 認知機能の発達を促していきます。
人

認知 ・ 行動
・ 見る力（注視、 追視、 多くな中から見つけ 、 頂番に見る、 目と体の協応等）聞く力（最後まで聞く、 必要な情報を聞き取る、 聞いたことを記憶して行動する等）を育む遊びを行っ

支 ていきます。
援

・ 指差しやジェスチャ ー、 文字表記などそれぞれの子どもに合った伝達方法を身につけられるようにします。
に；；；コ 三ロ五ロ •もっと話したいという意欲に繋がるよう、 十分話を聞き、 受け止めていきます。
コミュニケ ー ション ・ 友達や兄弟とスム ー ズにやり取りができるようになるよう、 誘い方や断り方、 貸借、 嫌なことや困ったことを伝える方法を知らせ、 経験を積んでいきます。

・ ふれあい遊びや集団遊びを通して、 人と関わる心地よさや、 安心感、 楽しさを味わえるようLします。
人間関係 ・ 集団での遊びに参加するための手順やルールが理解できるよう、 個別にて丁寧に伝えてきます。
社会性 ・ 悲しい、 悔しい、 もっと遊びたかったなど不快な気持ちに共感しながら気持ちの切り替え、終わりの切り替えができるよう支援していきます。

保護者との面談を適時行い、 子どもと家族の困りごとなどの相談にのり安定した 子どもが地域で暮らす他の子どもと繋がりながら日常生活を送る←とがで

家族支援 関係になるよう配慮し、 家族をトータルに支援していく助言等を行います。 移行支援 きるように支援していく。ライフステ ージの切替え時に環境の変化にス
ム ー ズに対応できるような支援をしていきます。

子どもの育ちや家庭の生活の支援''--関わる地域の関係者 ・ 関係機関と連携した支 外部研修への積極的参加。理念の共有。

地域支援 ・ 地域連携 援により、 子どもが地域の様々な場面で適切な支援を受けられ、 地域の中に居場 職員の質の向上 法人内事業所の合同研修会等にて、 共通理解を持てるようにしていきま
所を持つことができるよう支援していきます。 す。
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主な行事等 買い物体験。（決めら のお金の管理）

防災訓練の実施。（火災 ・ 地震 ・ 水害等）
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